



坪 井 祐 司・村 井 寛 志














年時点で 480だった新村のうち，2002年の段階でも 450が残存している［林・方 2005］。つまり，新村
は今日まで続くマレーシアの地方部における華人集落の一つの原型と言える。
　新村に関する先行研究としては，80年代には特定の新村や地域に焦点をあてた事例研究として，ヌ














































　ヌグリスンビラン州の都市部では 1948年 6月より左派勢力に対する取り締まりが強化され，同年 6
月 20日，労働団体やその他左派系団体の関係者約 40人が逮捕された（マレー人 2名，インド人 3名以
外は全て華人）。翌 1949年 1月末にイギリス軍・警察当局がスレンバンの北郊のウル・トゥミアン（Ulu 
Temiang，烏魯沈香）で住民に対する包囲作戦二度に渡って行い，約 500人の華人が拘留，家屋 800軒




























当局に妥協的な華人組織・政党のマラヤ華人協会（Malayan Chinese Association, MCA，馬華公会）5へ
と合流して行く。























にラサの華人 5人が出した陳情書によれば，政庁は 1軒あたり家の建築費用として 200（マラヤ）ドル
の補助を出しているが，建築資材の価格からみてそれでは不十分であった。陳情では，その後 6カ月間
支給される予定の生活手当（subsistance allowance）を一括して支払うよう要請している［SCRO NS 







































　ラサでは 1954年から 99年までに 12代の村長が務めたが，このうち 6代が 1962年までに交代し，61





上の住民 320名であった10。立候補者は 48名であったが，特殊部門（Special Branch）による候補者の




員が別個に選出され，委員は合計 9名であった。新委員の投票により，9票中 4票を集めた周方（Chou 
Fong）が第 2代委員長（村長）として選ばれた［SCA NS 76/51］。周はイギリス政府との関係が近く，
対立する人物を共産主義者として当局に通報したりしたため，村民にとっては恐怖の対象だったという
［聞取り SK1］11。
　翌 54年 12月にも選挙がおこなわれた。候補者 16名中当選者は 7名であり，「名誉書記」1名，イン






































記号 村名 性別 生年 生業・役職など（調査当時）
RS1 Rasah 男性 1944 村長
RS2 Rasah 男性 1933 村落委員会財務担当
RS3 Rasah 男性 1927 元エステート労働者
SK1 Sikamat 男性 未詳 前村長，ヌグリスンビラン茶陽会館総務
SK2 Sikamat 男性 1921 元農業




“Rasah Resettlement Area”, State Chief Resettlement Officer, Negeri Sembilan［SCRO NS A/2/L 
1951&52］
“Statistical Information concerning New Villages in the Federation of Malaya”, Selangor Secretariat ［Sel.
Sec 2496/52］
83
“Sikamat New Village”, Secretary for Chinese Affaires, Negeri Sembilan ［SCA NS 76/51］
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注
1　 より詳細な先行研究整理については別稿に譲り，代表的なもののみ取り上げた。












7　 シカマットでは，1952年 8月 16日に米と砂糖は村内の指定の店で購入するようにという告知が
















1952 年当時の民族別世帯数 1952 年当時の職業比（％）
華人 マレー人 インド人 その他 農業 ゴム 錫 商店主 その他
パロイ（Paroi） 1950 A  546 175   0  0 0  5 40 40  5 10
シカマット
（Sikamat）
1950 A  895 156   0 21 0 70 15  5  5 10
ラハン（Rahang） 1952 A 2030 367   0  0 0 20 15  0 15 45
マンバウ
（Mambau）




1950 A  576 131   0  3 0 22 55  0 21  2
パンタイ（Pantai） 1951 B 1231  48 219  5 6 25 40  0  8 27
パジャム（Pajam） 1951 C 1054 172   1  3 0 60 30  1  6  3
マンティン
（Mantin）
1952 C   84 172   0  0 0 50 40  2  1  7
ウル・ブラン（Ulu 
Berang）
1950 C  460  78   5  2 0 10 70  0 20  0
ニライ（Nilai） 1952 C  938 175   0  2 0 11 83  0  2  4
ラサ（Rasah） 1951 A 1910 357   0  0 0 12 55  5  3 25
出典：Sel.Sec 2496/52，林・宋 2000 の情報を基に作成
※形態分類に関しては，本文注 3を参照。
